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・2023年の道路交通法改正され、電動キックボードの区分が特定小型原動機付自転車に引き下げられ
16歳以上であれば無免許で公道を運転できるようになった。

→2024年の交通違反の検挙数は4万1246件にまで増加した。

・交通事故件の全体数と、自転車の事故件数はこの10年間減少を続けているが
交通事故全体に占める、自転車交通事故の件数比率は増加の傾向にある。

→2026年までに自転車の違反に対して、青切符による取り締まりの導入が決まっている

電動キックボード等の運転時の危険運転に対する警告、事後評価をするデバイスを開発する。
このデバイスは、シェアサイクルや安全講習の場面での利用で、運転者の安全意識向上と事故件数減少を目的とする。

②実際の道路でリアルタイムでも
実験１と同様に行えるか検証

1.警視庁 自動車安全利用五則
https:/www.keishicho.metro.Tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/m
enu/five_rule/ five01.html
2.警視庁 電動キックボードの交通ルール
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/electric_
mobility/electric_kickboard.html
3.電動キックボードに関連する交通違反・事故の発生状況
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/council/newmobility0503.pd
f

・自転車と電動キックボードの機能の
切り替え

・未実装の機能の実装
・評価実験を行う

プログラミング言語はPythonで、UltralyticsとYOLOを利用して
GoogleMapや走行した路面の写真1500枚を学習したモデルで作成
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【ソフトウェア設計】 危険運転の判定システム
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【ハードウェア設計】

事後評価のUI設計

カメラ
Nvidia
Jetsonスマホ

運転終了後に危険運転の件数をもとに
運転の評価と違反した場所をマッピング

前方に設置したカメラで撮影した映像を
NvidiaJetsonで画像処理を行い危険運転を判定
事後評価の結果を表示するためのスマホを設置

https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/electric_mobility
https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/council/newmobility0503.pdf
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